
平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
三
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
五
十
一
条
第
二
項
（
同
法
第
七
十
条
の
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
三
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
社
会
医
療
法
人
債
を
発
行
す
る
社
会
医
療
法
人
の
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す

る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
十
二
月
十
三
日

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠





社
会
医
療
法
人
債
を
発
行
す
る
社
会
医
療
法
人
の
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
社
会
医
療
法
人
債
を
発
行
す
る
社
会
医
療
法
人
の
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

社
会
医
療
法
人
債
を
発
行
す
る
社
会
医
療
法
人
の
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
流
動
資
産
の
範
囲
）

（
流
動
資
産
の
範
囲
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
削
る
）

３

流
動
資
産
に
属
す
る
資
産
又
は
流
動
負
債
に
属
す
る
負
債
に
関
連
す
る
繰
延
税
金
資
産
は
、
流
動
資
産
に
属

す
る
も
の
と
す
る
。
特
定
の
資
産
又
は
負
債
に
関
連
し
な
い
繰
延
税
金
資
産
で
貸
借
対
照
表
日
後
一
年
内
に
取

り
崩
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
流
動
資
産
の
区
分
表
示
）

（
流
動
資
産
の
区
分
表
示
）

第
十
六
条

流
動
資
産
に
属
す
る
資
産
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
の
区
分
に
従
い
、
当
該
資
産
を
示
す
名
称
を
付
し

た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

流
動
資
産
に
属
す
る
資
産
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
の
区
分
に
従
い
、
当
該
資
産
を
示
す
名
称
を
付
し

た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

（
削
る
）

七

繰
延
税
金
資
産

七

（
略
）

八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
第
七
号
の
資
産
の
う
ち
、
未
収
収
益
、
短
期
貸
付
金
（
金
融
手
形
を
含
む
。）、
役
員
、
社
員
、
評
議

員
若
し
く
は
職
員
に
対
す
る
短
期
債
権
又
は
そ
の
他
の
資
産
で
、
そ
の
金
額
が
資
産
の
総
額
の
百
分
の
一
を
超

え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
産
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
第
八
号
の
資
産
の
う
ち
、
未
収
収
益
、
短
期
貸
付
金
（
金
融
手
形
を
含
む
。）、
役
員
、
社
員
、
評
議

員
若
し
く
は
職
員
に
対
す
る
短
期
債
権
又
は
そ
の
他
の
資
産
で
、
そ
の
金
額
が
資
産
の
総
額
の
百
分
の
一
を
超

え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
産
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
そ
の
他
の
資
産
の
範
囲
）

（
そ
の
他
の
資
産
の
範
囲
）

第
二
十
四
条

次
に
掲
げ
る
資
産
は
、
そ
の
他
の
資
産
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条

次
に
掲
げ
る
資
産
は
、
そ
の
他
の
資
産
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

繰
延
税
金
資
産

（
新
設
）

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
外
、
流
動
資
産
、
有
形
固
定
資
産
又
は
無
形
固
定
資
産
に
属
す
る
も
の
以
外
の

長
期
資
産

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
外
、
流
動
資
産
、
有
形
固
定
資
産
又
は
無
形
固
定
資
産
に
属
す
る
も
の
以
外
の

長
期
資
産

２

（
略
）

２

（
略
）

（
削
る
）

３

繰
延
税
金
資
産
で
、
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
そ
の
他
の
資
産
に
属
す
る
も
の

と
す
る
。

（
流
動
負
債
の
範
囲
）

（
流
動
負
債
の
範
囲
）

第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
削
る
）

３

流
動
資
産
に
属
す
る
資
産
又
は
流
動
負
債
に
属
す
る
負
債
に
関
連
す
る
繰
延
税
金
負
債
は
、
流
動
負
債
に
属

す
る
も
の
と
す
る
。
特
定
の
資
産
又
は
負
債
に
関
連
し
な
い
繰
延
税
金
負
債
で
貸
借
対
照
表
日
後
一
年
内
に
取

り
崩
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
流
動
負
債
の
区
分
表
示
）

（
流
動
負
債
の
区
分
表
示
）

第
三
十
条

流
動
負
債
に
属
す
る
負
債
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
の
区
分
に
従
い
、
当
該
負
債
を
示
す
名
称
を
付
し

た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
期
限
経
過
の
未
償
還
社
会
医
療
法
人
債
で
、
そ
の

金
額
が
負
債
及
び
純
資
産
の
合
計
額
の
百
分
の
一
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
負
債
を
示
す
名
称
を
付

し
た
科
目
を
も
っ
て
別
に
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条

流
動
負
債
に
属
す
る
負
債
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
の
区
分
に
従
い
、
当
該
負
債
を
示
す
名
称
を
付
し

た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
期
限
経
過
の
未
償
還
社
会
医
療
法
人
債
で
、
そ
の

金
額
が
負
債
及
び
純
資
産
の
合
計
額
の
百
分
の
一
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
負
債
を
示
す
名
称
を
付

し
た
科
目
を
も
っ
て
別
に
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

（
削
る
）

八

繰
延
税
金
負
債

八
〜
十
二

（
略
）

九
〜
十
三

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
第
十
一
号
の
引
当
金
は
、
賞
与
引
当
金
そ
の
他
当
該
引
当
金
の
設
定
目
的
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科

目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
第
十
二
号
の
引
当
金
は
、
賞
与
引
当
金
そ
の
他
当
該
引
当
金
の
設
定
目
的
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科

目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
第
十
二
号
の
負
債
の
う
ち
、
役
員
、
社
員
、
評
議
員
若
し
く
は
職
員
か
ら
の
短
期
借
入
金
等
の
短
期

債
務
又
は
そ
の
他
の
負
債
で
、
そ
の
金
額
が
負
債
及
び
純
資
産
の
合
計
額
の
百
分
の
一
を
超
え
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
負
債
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
第
十
三
号
の
負
債
の
う
ち
、
役
員
、
社
員
、
評
議
員
若
し
く
は
職
員
か
ら
の
短
期
借
入
金
等
の
短
期

債
務
又
は
そ
の
他
の
負
債
で
、
そ
の
金
額
が
負
債
及
び
純
資
産
の
合
計
額
の
百
分
の
一
を
超
え
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
負
債
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
固
定
負
債
の
範
囲
）

（
固
定
負
債
の
範
囲
）

第
三
十
一
条

社
会
医
療
法
人
債
、
長
期
借
入
金
、
繰
延
税
金
負
債
、
引
当
金
（
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に

掲
げ
る
引
当
金
を
除
く
。）及
び
そ
の
他
の
負
債
で
流
動
負
債
に
属
し
な
い
も
の
は
、
固
定
負
債
に
属
す
る
も
の

と
す
る
。

第
三
十
一
条

社
会
医
療
法
人
債
、
長
期
借
入
金
、
引
当
金
（
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
引
当
金
を

除
く
。）及
び
そ
の
他
の
負
債
で
流
動
負
債
に
属
し
な
い
も
の
は
、
固
定
負
債
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

２

繰
延
税
金
負
債
の
う
ち
第
二
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
固
定
負
債
に
属
す
る
も
の

と
す
る
。

（
繰
延
税
金
資
産
及
び
繰
延
税
金
負
債
の
表
示
）

（
繰
延
税
金
資
産
及
び
繰
延
税
金
負
債
の
表
示
）

第
三
十
三
条

（
削
る
）

第
三
十
三
条

第
十
六
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
繰
延
税
金
資
産
と
第
三
十
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
繰
延

税
金
負
債
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
を
繰
延
税
金
資
産
又
は
繰
延
税
金
負
債
と
し
て
流
動
資
産
又
は
流

動
負
債
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
繰
延
税
金
資
産
と
第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
繰
延
税
金

負
債
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
を
繰
延
税
金
資
産
又
は
繰
延
税
金
負
債
と
し
て
投
資
そ
の
他
の
資
産
又

は
固
定
負
債
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
繰
延
税
金
資
産
と
第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
繰
延
税
金

負
債
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
を
繰
延
税
金
資
産
又
は
繰
延
税
金
負
債
と
し
て
投
資
そ
の
他
の
資
産
又

は
固
定
負
債
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
純
資
産
変
動
計
算
書
の
区
分
表
示
）

（
純
資
産
変
動
計
算
書
の
区
分
表
示
）

第
五
十
三
条

純
資
産
変
動
計
算
書
は
、
積
立
金
及
び
評
価
・
換
算
差
額
等
に
分
類
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
五
十
三
条

純
資
産
変
動
計
算
書
は
、
資
本
剰
余
金
、
利
益
剰
余
金
及
び
評
価
・
換
算
差
額
等
に
分
類
し
て
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
積
立
金
）

（
資
本
剰
余
金
及
び
利
益
剰
余
金
）

第
五
十
四
条

積
立
金
は
、
前
会
計
年
度
末
残
高
、
当
会
計
年
度
変
動
額
及
び
当
会
計
年
度
末
残
高
に
区
分
し
て

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
四
条

資
本
剰
余
金
及
び
利
益
剰
余
金
は
、
前
会
計
年
度
末
残
高
、
当
会
計
年
度
変
動
額
及
び
当
会
計
年

度
末
残
高
に
区
分
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

積
立
金
に
記
載
さ
れ
る
科
目
の
当
会
計
年
度
変
動
額
は
、
変
動
事
由
ご
と
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

資
本
剰
余
金
及
び
利
益
剰
余
金
に
記
載
さ
れ
る
科
目
の
当
会
計
年
度
変
動
額
は
、
変
動
事
由
ご
と
に
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

当
期
純
利
益
金
額
又
は
当
期
純
損
失
金
額
は
、
繰
越
利
益
積
立
金
の
変
動
事
由
と
し
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

当
期
純
利
益
金
額
又
は
当
期
純
損
失
金
額
は
、
そ
の
他
利
益
剰
余
金
の
変
動
事
由
と
し
て
表
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
削
る
）

４

そ
の
他
利
益
剰
余
金
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
科
目
ご
と
の
記
載
に
代
え
て
、
そ
の
他
利

益
剰
余
金
の
合
計
額
を
前
会
計
年
度
末
残
高
、
当
会
計
年
度
変
動
額
及
び
当
会
計
年
度
末
残
高
に
区
分
し
て
記

載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
科
目
ご
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
を
注
記
す
る
も
の
と
す
る
。

別
表

別
表

１
．
貸
借
対
照
表
に
係
る
科
目
（
第
三
十
九
条
関
係
）

１
．
貸
借
対
照
表
に
係
る
科
目
（
第
三
十
九
条
関
係
）

（
資
産
の
部
）

（
資
産
の
部
）

分
類

科
目

適
要

分
類

科
目

適
要

流
動
資
産

（
略
）

（
略
）

流
動
資
産

（
略
）

（
略
）

（
削
る
）

（
削
る
）

繰
延
税
金
資
産








税
効
果
会
計
適
用
に
伴
う
繰
延
税
金
資
産
の
う




















ち
、
流
動
資
産
又
は
流
動
負
債
に
属
す
る
特
定




















の
資
産
又
は
負
債
に
関
連
し
て
計
上
さ
れ
る
も




















平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報



の及びそれ以外に計上されるものの中で
貸借対照表日から１年以内に取り崩され
ると認められるもの


（略） （略） （略） （略）

有形固定資産 （略） （略） 有形固定資産 （略） （略）

無形固定資産 （略） （略） 無形固定資産 （略） （略）

その他の資産 （略） （略） その他の資産 （略） （略）

長期貸付金 金銭消費貸借

契約等に基づき開設主体の

外部に対する貸付取引のうち、貸借対照
表日から１年を超えて受取期限の到来す
るもの

長期貸付金 金銭消費賃借

契約等に基づき開設主体の

外部に対する貸付取引のうち、貸借対照
表日から１年を超えて受取期限の到来す
るもの

（略） （略） （略） （略）

繰延税金資産 税効果会計の適用により資産として計上
されるもの


繰延税金資産 税効果会計適用に伴う繰延税金資産のう
ち、固定資産又は固定負債に属する特定
の資産又は負債に関連して計上されるも
の及びそれ以外に計上されるものの中で
貸借対照表日から１年を超えて取り崩さ
れると認められるもの


（略） （略） （略） （略）

（負債の部） （負債の部）

分 類 科 目 適 要 分 類 科 目 適 要

流動負債 （略） （略） 流動負債 （略） （略）

（削る） （削る） 繰延税金負債


税効果会計適用に伴う繰延税金負債のう
ち、流動資産又は流動負債に属する特定
の資産又は負債に関連して計上されるも
の及びそれ以外に計上されるものの中で
貸借対照表日から１年以内に取り崩され
ると認められるもの


（略） （略） （略） （略）

固定負債 （略） （略） 固定負債 （略） （略）

繰延税金負債 税効果会計の適用により負債として計上
されるもの


繰延税金負債 税効果会計適用に伴う繰延税金負債のう
ち、固定資産又は固定負債に属する特定
の資産又は負債に関連して計上されるも
の及びそれ以外に計上されるものの中で
貸借対照表日から１年超に取り崩される
と認められるもの


（略） （略） （略） （略）

平
成


年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報





様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



（
医
療
法
人
会
計
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

医
療
法
人
会
計
基
準
（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
会
計
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
会
計
基
準
（
平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
医
療
法
人
債
を
発
行
す
る
社
会
医
療
法
人
の
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。）の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一

日
以
後
に
開
始
す
る
会
計
年
度
に
係
る
財
務
諸
表
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
す
る
会
計
年
度
に
係
る
財
務
諸
表
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
降
最
初
に
終
了
す
る
会
計
年

度
に
係
る
財
務
諸
表
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。




